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めまぐるしく変化する現代社会。大学を取り巻く環境も大
きく変化する中、国と社会の持続的発展を目指して「知の
革新」を進める国立大学。以前にも増し、蓄積された「知」
を社会で実践する役割を求められている。今回は「知の
挑戦」をテーマに、オリジナリティに富んだ、注目の研究内
容を紹介する。国立大学で展開する地道な研究の成果
が、どのように未来を変えるか、その可能性を探る。
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                                               Episode 1

世界中から熱い視線を集める
「サバにマグロを産ませる」研究とは？
　　　　    ─東京海洋大学

                                           Episode 3

両生類で生物学的研究を行う
世界オンリーワン施設。
　　　　   ─広島大学

Episode 2

金属材料の歴史を塗り替える
                不燃マグネシウム合金の誕生。
　　 ─熊本大学
KUMADAI

国大協TOPICS

平成25年度第2回通常総会を開催

11月5日（火）、和歌山市内において、平成25年度第2回通常
総会を開催しました。
総会では、特に以下の事項について協議が行われました。
　①　総会決議について
　②　国立大学法人をめぐる諸課題について
　①については、「『日本再興』に貢献する国立大学！！」と
して、総会決議をとりまとめ、各国立大学が改革を着実に
実行し、「日本再興」に更に貢献していくことを改めて決意
するとともに、国立大学の機能強化に向けての政府の財政
的措置を強く要請することを確認しました。
　②については、各国立大学の機能強化に関する取組事
例に基づく、現状や課題、提案等について議論し、今後、副
会長を中心に課題や提案事項の解決に向けて対応をして
いくことを確認しました。

国大協の動き（平成25年6月～11月）

6月3日 国立大学法人等理事研修会

6月17日 ふくしま再生シンポジウム
　～18日 ～震災復興─大学に期待すること～

6月19日 第1回通常総会

6月20日 「日本版NIH」構想に関する声明を発表

7月17日 平成25年度国立大学法人等
　～18日 部課長級研修

7月26日 第3回理事会

7月31日
 平成26年度国立大学法人関係予算及び

 税制改正に関する要望書を提出

8月9日
 研究活動に係る不正行為及び研究費の

 不正使用の防止に向けての声明を発表

8月22日
　～ 23日 

国立大学法人トップセミナー

9月17日 大学マネジメントセミナー【企画戦略編】

9月26日 改正労働契約法に関する要望書を提出

10月7日 大学マネジメントセミナー【研究編】

10月16日 第4回理事会

11月5日 第2回通常総会

11月12日 大学マネジメントセミナー【教育編】

11月26日 大学改革シンポジウム

11月29日 臨時理事会

上記の内容については国大協ホームページ
（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

国立大学における科研費の
採択件数と採択率（新規）
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科研費の採択件数に占める
国立大学の割合（H24）

国立
56.9％

その他
11.0％

私立
24.6％

公立
7.6％

注：その他は、大学共同利用法人、特殊法人、
　 独立行政法人等を含む。
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出典：日本学術振興会「科研費データ」（各年度）より作成
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ニジマスの水槽を観察する吉崎教授。絶滅の恐れのある
魚の種の保存に繋がる研究成果が、2013年1月14日の
米国科学アカデミー紀要電子版に掲載された。

　
「
研
究
の
根
っ
子
に
あ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
魚
を
守
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
魚
を
守
る
一
番
よ
い
方
法
は
、
魚

の
生
活
環
境
を
守
る
こ
と
と
、
捕
獲
を
し
す
ぎ
な
い
こ
と
。

し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
日
本
の
河
川
を
元

に
戻
す
こ
と
も
、
漁
業
関
係
者
や
釣
り
人
の
乱
獲
を
抑
え
る

こ
と
も
現
実
に
は
難
し
い
。
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
絶

滅
危
惧
種
の
保
全
の
た
め
に
我
々
が
で
き
る
最
良
の
方
法
は
、

凍
結
細
胞
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
し
た
」
と
、
研
究
動
機
を

明
快
に
語
る
吉
崎
教
授
。

　
「
種
の
保
全
を
考
え
る
時
、
生
物
学
者
が
ま
ず
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
の
は
卵
や
精
子
の
凍
結
保
存
で
す
。
凍
結
さ
え
で
き

れ
ば
、生
息
環
境
が
復
元
し
た
時
に
、凍
結
細
胞
か
ら
個
体

EP
ISO

D
E 1

世
界
中
か
ら
熱
い
視
線
を
集
め
る

「
サ
バ
に
マ
グ
ロ
を
産
ま
せ
る
」研
究
と
は
？

生
殖
幹
細
胞
移
植
で
新
時
代
の
養
殖
技
術
確
立
を
目
指
す

海
洋
学
者
の
大
い
な
る
挑
戦

東
京
海
洋
大
学

生
殖
幹
細
胞
の
異
種
間
移
植
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
養
殖
技
術
の
着
想
は
、

絶
滅
危
惧
種
の
保
全
に
も
貢
献
す
る 吉崎悟朗教授

（東京海洋大学大学院
  海洋科学技術研究科）
東京水産大学（現東京海洋大学）大学院
水産学研究科博士課程修了。専門は魚
類の発生工学。若手ながら研究成果は
世界的な評価を得ており、2006年に
は、若手研究者の優れた研究を顕彰す
る日本学術振興会賞を受賞。

海洋科学
研究

　

東
京
海
洋
大
学
は
と
も
に
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

東
京
商
船
大
学
と
東
京
水
産
大
学
を
統
合
し
、
２
０
０
３
年

に
設
置
さ
れ
た
大
学
で
あ
り
、
国
立
大
学
で
唯
一
、
海
洋
・

海
事
・
水
産
分
野
に
特
化
し
た
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
、
我
々
が
訪
れ
た
の
は
、
同
大
学
大
学
院
海
洋
科
学
技

術
研
究
科
で
魚
類
発
生
工
学
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
、
吉
崎

悟
朗
教
授
だ
。

吉崎研究室の実験用水槽。現在進行形のサバにマグロを産ませる研究も、元々はこの小さな水槽での、ヤマメにニジマスを産ませる実験から始まった。

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─
　
　
　
　
　
国
と
社
会
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
、
国
立
大
学
が
築
く
未
来
へ
の
礎
。

知
の
挑
戦
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を
生
産
さ
せ
、そ
れ
を
自
然
に
帰
せ
ば
種
は
保
た
れ
る
。
し

か
し
卵
や
精
子
の
凍
結
に
は
い
ろ
い
ろ
な
壁
が
あ
る
ん
で
す
」

　

魚
の
場
合
、
精
子
は
２
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
と
小
さ
い
の

で
凍
結
で
き
る
の
だ
が
、
卵
は
そ
の
数
千
倍
と
大
き
す
ぎ
て

凍
結
で
き
な
い
。
そ
こ
で
吉
崎
教
授
が
着
目
し
た
の
が
、
卵

や
精
子
の
、
お
お
も
と
の
細
胞
で
あ
る
生
殖
幹
細
胞
だ
っ
た
。

　
「
ま
ず
、
生
殖
幹
細
胞
な
ら
凍
結
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
着
想
を
発
展
さ
せ
、
凍
結
し
た
生
殖
幹
細
胞
を
異
種
間
移

植
す
る
こ
と
で
、
い
つ
で
も
個
体
を
生
産
で
き
る
と
考
え
た
。

実
際
ア
イ
ダ
ホ
大
学
と
共
同
で
絶
滅
危
惧
種
の
サ
ケ
の
保
全

を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

生
殖
細
胞
の
異
種
間
移
植
と
は
、“
代
理
親
魚
養
殖
”
と

で
も
い
う
べ
き
も
の
。
魚
Ａ
種
の
生
殖
幹
細
胞
を
魚
Ｂ
種
に

移
植
す
る
と
、
魚
Ｂ
種
が
メ
ス
の
場
合
は
卵
に
、
オ
ス
の
場

合
は
精
子
に
な
る
。
そ
の
魚
Ｂ
種
の
メ
ス
と
オ
ス
が
交
配
す

る
と
、
そ
こ
に
は
魚
Ａ
種
の
稚
魚
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
題
は
、
肝
心
の
生
殖
幹
細
胞
を
、
生
き
た
ま
ま
ど
う
や
っ

て
採
り
出
す
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
生
殖
幹
細
胞
と
い
う
の
は
、
孵
化
す
る
前
後
の
稚
魚
が

持
っ
て
い
る
細
胞
で
す
。
た
と
え
ば
、
ニ
ジ
マ
ス
の
稚
魚
は

１
・
５
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
生
殖
幹
細
胞
は
０
・
０
２
ミ
リ
ぐ
ら

い
し
か
な
い
。
そ
ん
な
極
小
の
細
胞
を
、
生
き
た
状
態
で
採

取
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
第
一
、
生
殖
幹
細
胞

は
稚
魚
の
ど
の
部
分
に
あ
る
の
か
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ

の
研
究
で
一
番
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
そ
こ
で
し
た
」

　

い
ろ
い
ろ
苦
労
の
末
、
吉
崎
教
授
は
生
殖
細
胞
に
特
異
的

に
発
現
す
る
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ａ
遺
伝
子
に
、
オ
ワ
ン
ク
ラ
ゲ
の
緑
色

蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
遺
伝
子
を
導
入
し
、
ニ
ジ
マ
ス
の
生
殖
幹

細
胞
を
緑
色
に
光
ら
せ
、
稚
魚
の
ど
の
部
分
が
生
殖
幹
細
胞

で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
れ
は
、
生
き

た
魚
の
生
殖
幹
細
胞
を
見
た
、
史
上
初
の
瞬
間
だ
っ
た
。

　
「
そ
の
瞬
間
は
、ま
さ
に
感
動
的
で
し
た
。
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
。
実
験
は
半
年
間
ほ
ど
か
け
て
や
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、一
向
に
蛍
光
タ
ン
パ
ク
質
が
光
っ
て
く
れ
な
い
。４
０
０

匹
見
た
け
れ
ど
１
匹
も
光
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
光
る
は

ず
だ
と
見
直
し
て
い
た
ら
、
１
０
０
匹
見
な
い
う
ち
に
２
匹

が
緑
色
に
光
っ
た
。
そ
の
時
、
絶
対
う
ま
く
い
く
と
信
じ
て

い
な
い
と
、
成
果
は
出
な
い
と
い
う
教
訓
を
得
ま
し
た
」

　

凍
結
保
存
の
方
法
を
開
発
し
、
生
殖
幹
細
胞
の
取
り
出
し

に
成
功
し
た
後
も
、
異
種
宿
主
へ
移
植
す
る
際
の
拒
絶
反
応

の
問
題
な
ど
、
決
し
て
低
く
な
い
幾
つ
も
の
壁
が
立
ち
は
だ

か
っ
た
が
、
吉
崎
教
授
は
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
研

究
を
重
ね
、
何
と
か
乗
り
越
え
た
。
こ
う
し
て
遂
に
凍
結
細

胞
を
起
源
と
す
る
正
常
な
次
世
代
個
体
が
誕
生
す
る
。
ま
ず
、

ヤ
マ
メ
か
ら
ニ
ジ
マ
ス
を
産
ま
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
現
在

は
待
望
の
サ
バ
に
同
じ
サ
バ
科
の
マ
グ
ロ
を
産
ま
せ
る
実
験

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
今
の
と
こ
ろ
一
進
一
退
で
す
。
最
新
の
情
報
を
お
伝
え

す
る
と
、
マ
グ
ロ
の
生
殖
幹
細
胞
が
サ
バ
の
腹
の
中
で
う
ま

く
育
た
な
い
の
が
最
大
の
ネ
ッ
ク
。
サ
バ
の
腹
が
寒
す
ぎ
る

の
が
原
因
、
と
い
う
の
が
我
々
の
見
立
て
で
す
。
マ
グ
ロ
は

も
と
も
と
亜
熱
帯
の
魚
。
そ
の
細
胞
を
マ
サ
バ
や
ゴ
マ
サ
バ

と
い
っ
た
、
温
帯
の
魚
の
腹
で
育
て
る
の
は
無
理
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
南
で
産
卵
す
る
サ
バ
の
仲
間
を

使
っ
て
実
験
す
る
予
定
で
す
」

　

食
文
化
の
ヘ
ル
シ
ー
志
向
と
日
本
食
ブ
ー
ム
で
、
魚
の
乱

獲
が
進
み
、
日
本
の
食
文
化
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
マ
グ

ロ
も
す
で
に
数
種
類
が
絶
滅
危
惧
魚
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

研
究
中
の
生
殖
幹
細
胞
移
植
に
よ
る
代
理
親
魚
養
殖
技
術
で
、

サ
バ
が
マ
グ
ロ
を
産
む
日
は
そ
う
遠
く
な
い
だ
ろ
う
。
絶
滅

危
惧
種
の
再
生
に
も
繋
が
る
画
期
的
研
究
で
、
魚
の
未
来
を

切
り
拓
く
東
京
海
洋
大
学
・
吉
崎
研
究
室
へ
の
期
待
は
高
ま

る
一
方
だ
。

微
弱
な
光
を
見
逃
さ
な
い
！
は
じ
め
の
一
歩
は

生
き
た
魚
の
生
殖
幹
細
胞
を
見
る
こ
と
だ
っ
た

倍率100倍の倒立顕微鏡を覗く、吉崎研究
室の技術補佐員、岩崎佳子さん。モニター
画面で緑色に光っているのは、生殖幹細胞
の発見に貢献したオワンクラゲの緑色蛍光
タンパク質。生物学者の下村脩博士は、こ
のタンパク質を発見したことにより、ノー
ベル化学賞を受賞した。

ヤ
マ
メ
か
ら
ニ
ジ
マ
ス
を
誕
生
さ
せ
た
今
、

挑
む
は
サ
バ
か
ら
マ
グ
ロ
。

代
理
親
魚
養
殖
技
法
の
可
能
性
は
無
限
だ

A種

A種

生殖幹細胞

移植

B種（♀） B種（♂）

生殖細胞の異種間移植



KUMADAI 耐熱マグネシウム合金の急冷薄片。マグネシウ
ムは極めて燃えやすいという難点がある。扱いも難しかっ
たが、難燃となって安心して加工できるようになった。

ま
で
発
火
し
な
い
K
U
M
A
D
A
I
耐
熱
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
を
完
成
。
そ
し
て
２
０
１
２
年
、
研
究
開
始
か
ら
12
年
間

か
か
っ
て
よ
う
や
く
、
K
U
M
A
D
A
I
不
燃
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
合
金
が
発
表
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
笑
顔
で

語
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
河
村
能
人
教
授
。
超
合
金
開
発

の
立
役
者
だ
。

　

実
用
金
属
中
で
最
も
軽
い
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
、
近
年
の
製

品
軽
量
化
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
最
適
素
材
と
し
て
、
携

帯
電
話
、
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
液
晶

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
に
応
用
さ
れ
、
そ
の
素
材
研
究
に
世

界
中
で
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。
海
水
中
に
豊
富
に
含
ま
れ

て
お
り
、
ま
た
再
溶
融
す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
も
容
易
と
い
う

EP
ISO

D
E 2

金
属
材
料
の
歴
史
を
塗
り
替
え
る

K
U
M
A
D
A
I
不
燃
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の
誕
生
。

軽
く
て
、
強
く
て
、
耐
熱
で
、
不
燃
。

無
限
の
可
能
性
を
予
感
さ
せ
る
合
金
が
開
発
さ
れ
た

熊
本
大
学

軽
さ
、埋
蔵
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
容
易
さ
。

資
源
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
極
め
て
高
い
が
、

こ
の
金
属
に
は
３
つ
の
課
題
が
あ
っ
た

河村能人センター長／教授
（熊本大学先進マグネシウム
  国際研究センター）
名古屋大学工学部卒業、同大学院工
学研究科博士課程（前期）修了。東北大
学大学院工学研究科博士課程（後期）修
了。東北大学金属材料研究所を経て、
2000年熊本大学工学部へ移り、2012
年から現職。2012年には、科学技術
政策研究所が発表する「科学技術への顕
著な貢献2012（ナイスステップな研
究者）」に選定される。

　

赤
レ
ン
ガ
の
美
し
い
歴
史
的
建
築
物
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
威
厳
と
風
格
を
も
た
ら
し
て
い
る
熊
本
大
学
。
そ
の
一
角

に
あ
る
先
進
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
に
今
、
先

進
諸
国
の
産
業
界
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
注
目
の
的

は
、
金
属
材
料
の
歴
史
を
変
え
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
だ
。

　
「
２
０
０
１
年
に
急
冷
法
に
よ
る
耐
熱
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合

金
を
作
り
、
２
０
０
３
年
、
一
般
的
な
鋳
造
法
で
７
８
０
℃

金属材料
研究

学内に設置された成形・加工実験棟で、大型押出プレス機の説明をする河村センター長。この押出プレス機でマグネシウム合金の鋳造ビレットをカット加工する。

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─
　
　
　
　
　
国
と
社
会
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
、
国
立
大
学
が
築
く
未
来
へ
の
礎
。

知
の
挑
戦

5



Episode 2 金属材料の歴史を塗り替える　ＫＵＭＡＤＡＩ不燃マグネシウム合金の誕生。── 熊本大学

こ
と
か
ら
、
資
源
的
に
も
極
め
て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
金

属
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
同
時
に
、
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
も
抱
え
て
い
る
。

　
「
課
題
は
、
常
温
で
の
強
度
、
耐
熱
性
、
不
燃
性
の
３
つ
。

こ
れ
を
克
服
し
な
け
れ
ば
先
へ
は
進
め
な
い
。
で
も
逆
に
い

う
と
、
こ
の
３
つ
を
克
服
し
さ
え
す
れ
ば
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
は
ま
さ
し
く
夢
の
金
属
材
料
に
な
れ
る
ん
で
す
」

　

課
題
克
服
の
た
め
に
、
河
村
セ
ン
タ
ー
長
率
い
る
研
究
ス

タ
ッ
フ
が
行
っ
た
の
は
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
地
道
な
作

業
だ
っ
た
。
金
属
に
他
の
元
素
を
混
ぜ
た
も
の
を
「
合
金
」

と
い
う
が
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
元
素
の
組
み
合
わ
せ
と

配
合
比
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
の

強
度
、
耐
熱
性
、
不
燃
性
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
。

　
「
運
も
味
方
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
材
料
開
発
と
い
う

の
は
、
何
か
に
挑
戦
す
れ
ば
必
ず
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
い
く
ら
研
究
に
没
頭
し
て
も
、
大
し

た
材
料
が
で
き
な
い
ま
ま
研
究
者
生
活
を
終
え
る
場
合
も

少
な
く
な
い
。
私
の
場
合
は
た
ま
た
ま
良
い
も
の
と
巡
り
合

え
た
。
元
素
に
し
て
も
、
機
材
に
し
て
も
、
研
究
ス
タ
ッ
フ
に

し
て
も
、
研
究
に
費
や
せ
た
時
間
に
し
て
も
。
ま
た
途
中
諦

め
そ
う
に
な
っ
た
時
、
東
北
大
学
時
代
の
恩
師
か
ら
『
投

げ
出
さ
ず
実
用
化
ま
で
や
れ
』
と
後
押
し
が
あ
っ
た
。
周
囲

か
ら
実
用
化
研
究
に
注
力
す
れ
ば
、
論
文
が
書
け
ず
、
評

価
さ
れ
に
く
い
と
も
言
わ
れ
た
け
ど
、
諦
め
ず
に
続
け
た
。

運
と
努
力
の
な
せ
る
技
で
す
が
、
今
こ
う
し
て
夢
の
超
合
金

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
元
素

を
1
個
ず
つ
入
れ
始
め
た
、
あ
の
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
な
ん
で
す
」

　

そ
し
て
、
約
４
５
０
種
類
の
元
素
の
組
み
合
わ
せ
と
配

合
比
を
調
べ
尽
く
し
た
結
果
２
０
０
３
年
に
生
ま
れ
た
の

が
、
世
界
最
高
の
強
度
と
２
０
０
℃
の
耐
熱
性
を
達
成
し
た

K
U
M
A
D
A
I
耐
熱
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
だ
っ
た
。
た
だ

し
、
こ
の
段
階
で
は
依
然
と
し
て
発
火
し
や
す
い
と
い
う
実

用
上
の
課
題
は
解
決
さ
れ
ず
に
い
た
。
燃
え
な
い
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
合
金
が
開
発
さ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
９
年
後
。
純
粋
な

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
沸
点
（
１
０
９
１
℃
）
に
達
し
て
も
燃
え

な
い
、
K
U
M
A
D
A
I
不
燃
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
が
遂
に

誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
長
い
道
の
り
で
し
た
。
で
も
今
は
ま
だ
、
研
究
開
発
全

体
か
ら
見
れ
ば
、
折
り
返
し
地
点
に
立
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

あ
と
10
年
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
な
ん
で
す
よ
」

　

軽
量
な
の
に
強
度
が
あ
り
、
熱
に
強
く
燃
え
な
い
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
。
現
在
、実
用
化
に
向
け
て
、自
動
車
、新
幹
線
、

航
空
機
、
超
高
層
建
築
物
、
医
療
器
具
、
宇
宙
産
業
、
海
上

都
市
構
想
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
研
究
開
発
が
進
行
中
だ
が
、

実
は
も
う
ひ
と
つ
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
素
材
の
大
型
化
。
従
来
、
大
学
の
研
究
室
で
作
る
素

材
は
鉛
筆
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
が
一
般
的
だ
が
、
実
用
化
に
は
大

き
な
サ
イ
ズ
が
必
要
と
さ
れ
る
。
大
学
が
報
道
発
表
を
し
た

ま
ま
で
立
ち
消
え
に
な
る
研
究
は
、
素
材
の
大
型
化
に
失
敗

し
た
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
。

　
「
う
ち
の
場
合
は
、
２
０
１
４
年
に
研
究
棟
が
新
設
さ
れ
、

最
新
の
モ
ノ
づ
く
り
施
設
と
分
析
評
価
装
置
が
併
設
さ
れ
ま

す
。
国
内
外
の
研
究
機
関
・
民
間
企
業
等
の
連
携
を
進
め
る

こ
と
で
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
環
境
が
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
じ
っ
く
り
研
究
で
き
る
の
が
何
よ
り
あ
り
が

た
い
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
研
究
成
果
も
国
立
大
学

の
環
境
整
備
の
賜
物
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
立
大

学
で
良
か
っ
た
（
笑
）」

　

現
在
、熊
本
大
学
の
本
件
に
関
す
る
特
許
は
、80
件
以
上

の
出
願
を
完
了
し
て
い
て
、基
本
特
許
４
件
を
含
め
て
30
件

以
上
の
特
許
が
成
立
し
て
い
る
。こ
の
特
許
成
立
が
画
期
的
な

の
は
、基
本
特
許
を
大
学
が
押
さ
え
る
こ
と
で
、一
ま
た
は
少

数
企
業
に
独
占
さ
れ
ず
に
材
料
を
普
及
で
き
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
の
応
用
範
囲
は
限

り
な
く
広
が
っ
て
く
る
。

こ
の
合
金
開
発
の一
連
の

流
れ
は
、
熊
本
大
学
の

名
と
と
も
に
、
産
学
官

連
携
の
理
想
的
な
モ
デ

ル
、そ
し
て
国
立
大
学

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
日

本
の
科
学
技
術
や
産
業

の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

金
属
材
料
開
発
の
厳
し
い
世
界
。

元
素
の
組
み
合
わ
せ
と
配
合
比
を
調
べ
尽
く
し
、

運
と
努
力
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

国
立
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
偉
業
。

特
許
の
取
得
や
研
究
環
境
の
整
備
を
進
め
、

実
用
化
に
向
け
更
な
る
研
究
開
発
が
続
く

オリジナル金属材料を開発するには、
研究に使う機器もオリジナルで作る
必要があると河村センター長はいう。
金属を溶解して急冷金属を作る「液体
急冷薄片作製装置」も教授が設計した
もの。

日々使用している電子顕微鏡のボディに「JEM-2100YK」
とあるが、このYKはYoshihito Kawamuraの頭文字。
これも河村センター長がカスタマイズした特注品だ。

6
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両
生
類
研
究
施
設
と
い
え
ば
、
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
が
聞
こ

え
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
ら
、
扉
の
向
こ
う
か
ら
聞

こ
え
て
き
た
の
は
虫
の
音
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
コ
オ
ロ
ギ
で
す
。こ
の
コ
オ
ロ
ギ
が
、当
研
究
施
設
の
礎

的
存
在
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
、
説
明
し
て
く
れ
た
の

は
住
田
正
幸
施
設
長
。
広
島
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
附
属

「
両
生
類
研
究
施
設
」の
研
究
の
３
本
柱
の
１
本
で
あ
る
、「
進

化
多
様
性
・
生
命
サ
イ
ク

ル
」研
究
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
る
教
授
で
も

あ
る
。

　
「
当
研
究
施
設
は
、
日
本

の
両
生
類
研
究
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
、
川
村
智

治
郎
教
授
の
業
績
を
基
礎

に
、
初
代
施
設
長
の
西
岡
み
ど
り
教
授
が
発
展
さ
せ
た
も
の

で
す
が
、
そ
の
お
お
も
と
に
あ
っ
た
の
は
、
カ
エ
ル
に
い
か

に
し
て
エ
サ
を
供
給
し
続
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
」

　

陸
に
上
が
る
カ
エ
ル
は
ほ
と
ん
ど
が
肉
食
で
、
生
き
た
も

の
し
か
食
べ
な
い
。
こ
の
、
生
き
た
エ
サ
を
供
給
し
続
け
る

こ
と
が
、
実
験
室
で
は
極
め
て
困
難
だ
っ
た
。
川
村
教
授
は

カ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ
、
イ
エ
バ
エ
、
ミ
ノ
ム
シ
と
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
１
９
７
０
年
頃
に
コ
オ
ロ
ギ
に
た
ど
り
着
く
。

コ
オ
ロ
ギ
は
大
量
に
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
従

来
の
エ
サ
に
比
べ
衛
生
的
だ
っ
た
。
コ
オ
ロ
ギ
の
安
定
供
給

の
実
現
―
―
こ
れ
が
、
当
施
設
を
両
生
類
研
究
の
世
界
的
施

設
に
ま
で
押
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。

カ
エ
ル
の
エ
サ
と
し
て

コ
オ
ロ
ギ
を
安
定
供
給
し
続
け
た
こ
と
が

比
類
の
な
い
研
究
施
設
の
礎
と
な
っ
た

EP
ISO

D
E 3

両
生
類
で
生
物
学
的
研
究
を
行
う

世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
施
設
。

貴
重
な
研
究
資
源
の
開
発
・
収
集
・
安
定
供
給
で
、

生
命
科
学
の
未
知
な
る
領
域
の
開
拓
に
貢
献
す
る

広
島
大
学  

カエルのエサとなるフタホシコオロ
ギ。３名の専任スタッフが年間１億
匹以上を育てている。

住田正幸施設長／教授
（大学院附属両生類研究施設／理学研究科）
施設長が指さしているのは、日本一美しい
といわれるアマミイシカワガエルの基準標
本。他にも約12,000点の貴重な標本が置
かれている。

両生類
研究

人間同様、満腹時に「リラックスポーズ」をとるネッタイツメガエル。施設内では
生きたカエルを5,000匹、オタマジャクシを3,000匹飼育している。

絶滅危惧種のアマミイシカワガエル。

人工交配で産まれた透明ガエル「スケルピョン」。

特  
集

日
本
の
知
の
革
新
を
担
う
国
立
大
学
─
─
　
　
　
　
　
国
と
社
会
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
、
国
立
大
学
が
築
く
未
来
へ
の
礎
。

知
の
挑
戦
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両生類で生物学的研究を行う世界オンリーワン施設。── 広島大学Episode 3

し
て
、
絶
滅
危
惧
種
保
全
の
た
め
の
“
ノ
ア
の
方
舟
”
機
能

や
、
有
用
両
生
類
の
開
発
・
収
集
・
供
給
に
対
応
す
る
“
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
”
機
能
を
持
っ
た
、
世
界
の
研
究
拠
点
形

成
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
住
田
施
設
長
。

　

カ
エ
ル
に
は
も
と
も
と
、
マ
ウ
ス
や
モ
ル
モ
ッ
ト
に
は
な

い
優
れ
た
点
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
１
個
の
卵
が
比
較
的
大

き
い
の
で
扱
い
や
す
く
、
顕
微
鏡
の
下
で
い
ろ
い
ろ
な
操
作

が
で
き
る
点
。
長
寿
な
の
で
長
期
影
響
や
老
化
へ
の
影
響
も

調
べ
や
す
い
点
等
々
。
こ
れ
ら
既
存
の
利
点
は
複
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
活
用
範
囲
が
よ
り
広
が
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
「
最
近
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
色
素
細
胞
を
欠
損
し
て

い
る
透
明
ガ
エ
ル
『
ス
ケ
ル
ピ
ョ
ン
』
を
作
製
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
エ
ル
は
体
壁
が
透
明
な
の
で
、
内
臓
を
外
か
ら
透
視

で
き
る
ん
で
す
。
解
剖
せ
ず
に
薬
物
や
化
学
物
質
の
影
響
を

観
察
で
き
る
、
画
期
的
な
実
験
動
物
の
誕
生
と
自
負
し
て
い

ま
す
」

　

世
界
の
研
究
拠
点
形
成
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、生

物
学
基
礎
研
究
の
礎
と
し
て
世
界
の
両
生
類
研
究
を
支
え

て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、
カ
エ
ル
の
ジ
ャ
ン
プ
さ
な
が
ら
今
、

大
き
く
跳
躍
の
時
を
迎
え
て
い
る
。

　
「
今
で
も
、
陸
に
上
が

る
カ
エ
ル
を
安
定
し
て

飼
育
で
き
る
の
は
、
世

界
で
も
当
研
究
施
設
だ

け
な
ん
で
す
よ
」
と
い

う
住
田
施
設
長
の
言
葉
に
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
鈴
木
厚
准

教
授
が
続
け
る
。「
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
大
学
、
ア
メ

リ
カ
の
ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
海
洋
生
物
学
研
究
所
、
そ
し
て
当
研

究
施
設
が
世
界
の
３
大
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
の
中
核

を
担
っ
て
い
る
の
が
こ
こ
な
ん
で
す
。
こ
こ
は
、
両
生
類
全

般
の
研
究
と
絶
滅
危
惧
種
の
保
全
も
行
う
世
界
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
。
海
外
の
セ
ン
タ
ー
と
は
メ
ー
ル
と
テ
レ
ビ
電
話
を
通

じ
て
頻
繁
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　

柏
木
昭
彦
特
任
教
授
は
柏
木
啓
子
特
任
助
教
と
と
も
に
、

夫
妻
で
「
情
報
伝
達
・
環
境
影
響
」
研
究
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
て
い
る
が
、
当
施
設
の
文
部
科
学
省
主
導
事
業
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｎ
Ｂ
Ｒ
Ｐ
ネ
ッ
タ

イ
ツ
メ
ガ
エ
ル
）」
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

　
「
カ
エ
ル
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
生
き
物
。
だ
か
ら
接

す
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
優
し
い
態
度
で
臨
む
こ
と
が
肝

心
な
ん
で
す
」
と
柏

木
特
任
教
授
は
い
う
。

　

柏
木
教
授
退
職
後
、

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
１
年
以
上
経
っ

て
も
カ
エ
ル
に
な
ら

な
い
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が

い
た
。
一
般
的
に
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
は
１
、２
ヵ
月
で

カ
エ
ル
に
な
る
か
ら
、
こ

れ
ほ
ど
長
期
間
、
変
態
し

な
い
の
は
異
常
だ
。
特
任

と
し
て
戻
っ
て
き
た
柏
木

教
授
は
水
槽
を
見
て
、
ピ

ン
と
き
た
。
水
槽
か
ら
化
学
物
質
が
出
て
い
る
せ
い
だ
、
と
。

そ
こ
で
水
槽
を
徹
底
的
に
洗
浄
し
、
再
び
そ
の
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
を
入
れ
る
と
、
見
事
に
変
態
し
た
と
い
う
。

　

当
施
設
を
支
え
て
い
る
の
は
、
最
新
式
の
機
器
や
装
置
で

は
な
く
、
こ
う
い
っ
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
人
間
味
溢
れ
る
研

究
態
度
な
の
で
あ
る
。

　
「
発
生
」
研
究
グ
ル
ー
プ
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て
白

い
ア
ル
ビ
ノ
ネ
ッ
タ
イ
ツ
メ
ガ
エ
ル
を
作
製
し
て
い
る
中
島

圭
介
助
教
。
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
と
い
う
と
、
何
や
ら
と
て
も

難
し
そ
う
だ
が
、
目
的
の
遺
伝
子
を
破
壊
す
る
た
め
、
助
教

は
自
ら
手
作
り
し
た
ガ
ラ
ス
針
で
、
時
に
は
１
日
１
０
０
０

個
以
上
も
の
カ
エ
ル
の
卵
を
ひ
た
す
ら
刺
し
続
け
る
。
ネ
ッ

タ
イ
ツ
メ
ガ
エ
ル
に
お
け
る
遺
伝
子
破
壊
法
を
確
立
す
る
た

め
だ
。

　

実
験
動
物
の
提
供
に
は
、
モ
デ
ル
動
物
を
精
密
に
均
質
化

し
、
量
産
化
す
る
技
術
が
必
要
に
な
る
。
当
施
設
は
46
年
の

歳
月
を
か
け
、
そ
の
技
術
を
確
立
し
て
き
た
。

　
「
今
後
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

人
間
味
溢
れ
る
研
究
ス
タ
ッ
フ
。

カ
エ
ル
に
接
す
る
と
き
に
肝
心
な
の
は

ひ
た
す
ら
観
察
し
、
見
守
る
こ
と

目
指
す
の
は“
ノ
ア
の
方
舟
”機
能
と

“
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
”機
能
を
兼
備
し
た
、

有
用
両
生
類
の
世
界
最
高
の
研
究
拠
点

施設のヌシ的存在の
アルゼンチンヒキガ
エル、23歳。施設内に
天 敵 が い な い た め、
世話次第でカエルもこ
んなに長生きできる。

柏木昭彦特任教授
（大学院附属両生類研究施設）
主要実験材料・ネッタイツメ
ガエルのオーソリティー。

中島圭介助教（大学院理学研究科）
直径20ミクロンのハンドメイドのガ
ラス針でゲノム編集に挑む。

マイナス80度で冷凍保存されているカエル。その数、
野外で収集した112種12,600匹と、実験的に作られ
た100系統4,000匹。

鈴木 厚准教授
（大学院理学研究科）
施設長と同じ研究グループ。
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川
井
郁
子
さ
ん
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
た
の
は
６

歳
の
頃
。
地
元
・
香
川
で
レ
ッ
ス
ン
を
積
み
、
芸
術
家

志
望
の
多
く
が
目
指
す
東
京
藝
術
大
学
に
入
学
す
る
。

音
楽
家
と
し
て
の
人
生
を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
将

来
を
約
束
さ
れ
た
か
に
思
わ
れ
る
川
井
さ
ん
だ
か
、
本

人
が
語
っ
て
く
れ
た
の
は
意
外
な
言
葉
だ
っ
た
。

　
「
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
東
京
藝
大
は
入
っ

た
時
が
一
番
上
手
い
っ
て
（
笑
）。
皆
そ
こ
で
安
心
し

ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
私
の
場
合
、
高
校
時
代
に
ス
テ
ー

ジ
恐
怖
症
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
、
自
分
は
絶
対
ソ
リ
ス

ト
に
は
向
い
て
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
藝
大

時
代
も
尾
を
引
い
て
い
て
、
レ
ッ
ス
ン
は
ず
っ
と
続
け

て
い
ま
し
た
け
ど
、
あ
ま
り
意
欲
的
で
は
な
か
っ
た
で

す
ね
。
そ
れ
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
勉
強
で
は
、
作
曲

家
の
意
図
を
忠
実
に
表
現
す
る
と
い
う
使
命
が
大
事
と

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
沿
っ
た
レ
ッ
ス
ン
な
わ
け
で
す
。

だ
か
ら
よ
く
注
意
さ
れ
た
の
は
『
感
情
の
ま
ま
に
弾
い

て
は
い
け
な
い
』『
そ
ん
な
の
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
じ
ゃ
な

い
』
と
。
そ
う
な
る
と
窮
屈
と
い
う
か
、
弾
く
こ
と
が

怖
く
な
っ
て
く
る
。
個
性
を
競
う
場
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ

で
、
自
分
が
弾
く
必
然
性
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
と
い

う
、
そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
が
常
に
あ
り
ま
し
た
」

川
井
郁
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る
川
井
郁
子
さ
ん
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
界
で
も
異
例
の
ア
ル
バ
ム
発
売
記
録
を
持
つ
彼
女
は
、

国
内
外
の
多
く
の
著
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
指
揮
者
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
演
す
る
だ
け

で
な
く
、
テ
レ
ビ
・
C
M
・
映
画
な
ど
の
音
楽
制
作
、
舞
台
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
挑
戦
。

最
近
は
国
連
・
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
の
社
会
活
動
で
世
界
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
。

し
と
や
か
で
気
品
あ
る
彼
女
の
ど
こ
に
、
そ
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
を
辿
っ
て
み
た
。

撮影／鈴木理策 音
楽
を
奏
で
る
た
め
だ
け
に

自
分
が
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。

限
り
な
い
自
己
表
現
の

ひ
と
つ
と
し
て
音
楽
は
あ
る
。

な
ぜ
個
性
を
出
し
て
は
い
け
な
い
の
か
？

弾
く
こ
と
に
空
し
さ
を
覚
え
た
20
代
の
頃



　

大
学
院
修
了
後
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
を
は
じ
め
、
映
画
、
テ
レ
ビ

と
多
忙
な
日
々
を
送
る
。

　
「
映
画
に
出
た
り
、
テ
レ
ビ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
い
た

だ
い
た
り
、
い
ろ
ん
な
仕
事
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。

自
分
自
身
忙
し
く
活
動
は
続
け
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ

れ
は
他
の
人
で
も
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い

が
あ
り
、
自
分
が
音
楽
を
や
る
こ
と
に
無
気
力
に
な
っ

て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
順
調
に
進
ん
で
き
た
の
に
、
な
ぜ
か
急
に
弾

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
時
期
が
出
て
き
た
り
す
る
ん

で
す
ね
。そ
う
い
う
時
、練
習
だ
け
し
て
い
て
は
、負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
く
だ
け
な
の
で
、
思
い
切
っ

て
別
の
こ
と
を
す
る
ん
で
す
。
時
に
は
ポ
ッ
プ
ス
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
み
た
り
、
映
画
に
行
っ
て
み
た
り
。

ス
ラ
ン
プ
は
誰
に
で
も
あ
る
け
ど
、
時
期
が
来
れ
ば
必

ず
抜
け
出
せ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
時
失
敗
だ
な
と
思
っ

た
こ
と
で
も
、そ
れ
が
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
別
の
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
た
り
す
る
。だ
か
ら
、ス
ラ
ン
プ
に
も
そ
れ
な
り

に
意
味
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

　

川
井
さ
ん
が
音
楽
表
現
の
ス
ラ
ン
プ
の
壁
か
ら
抜
け

出
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
の
出
会
い
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
30
歳
の
時
、
知
人
に
勧
め
ら
れ
て
初
め
て
ピ
ア
ソ

ラ
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
音
楽
を
聴
き
ま
し
た
。
ピ

ア
ソ
ラ
は
タ
ン
ゴ
の
革
命
児
で
、
マ
イ
ン
ド
は
タ
ン
ゴ

な
ん
だ
け
れ
ど
、
独
自
の
ジ
ャ
ン
ル
を
創
り
上
げ
た
人
。

迷
い
の
な
い
表
現
と
い
う
か
、
と
に
か
く
か
っ
こ
い
い
。

混
沌
と
し
た
感
情
が
そ
の
ま
ま
込
め
ら
れ
て
い
る
音
楽

と
い
う
の
か
、
激
し
さ
と
冷
静
さ
と
い
う
両
極
の
も
の

が
共
存
し
て
い
て
、
そ
う
い
う
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ

れ
て
音
楽
を
考
え
る
の
は
、
や
め
よ
う
と
思
っ
た
ん
で

す
。
自
分
の
や
り
た
い
音
楽
は
既
成
の
も
の
を
表
現
す

る
こ
と
で
は
な
い
、
と
苦
悩
す
る
時
期
が
長
か
っ
た
で

す
か
ら
。
ピ
ア
ソ
ラ
が
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

音
楽
を
奏
で
る
た
め
に
自
分
が
い
る
の
で
は
な
く
、
自

分
を
表
現
す
る
た
め
に
音
楽
が
あ
る
、
と
。
ち
ょ
う
ど

再
デ
ビ
ュ
ー
の
話
を
い
た
だ
い
た
時
だ
っ
た
の
で
、
弾

く
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
絶
対
自
分
で
曲
を
作
ら
せ
て
ほ
し

い
と
頼
み
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
で
す
。
舞
台
が
急
に

こ
れ
ま
で
と
真
逆
の
一
番
楽
し
い
場
所
、
自
分
の
情
熱

や
創
作
意
欲
を
発
散
で
き
る
場
所
に
変
わ
っ
て
い
っ
た

ん
で
す
」

　

こ
れ
を
機
に
ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
る
国
内
外
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
共
演
す
る
な
ど
、
川
井
さ
ん
の
音
楽
活
動
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
は
広
が
っ
て
い
く
。

　
「
藝
大
の
入
学
式
の
時
に
、
学
長
が
『
大
学
で
学
ん

で
ほ
し
い
こ
と
は
人
と
の
出
会
い
で
す
』
っ
て
言
わ
れ

た
ん
で
す
ね
。
当
時
は
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
け
ど
、
今

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ど
ん
な
分
野
で
も
新
し
い
も
の

を
創
る
の
は
、
異
ジ
ャ
ン
ル
の
結
び
つ
き
だ
し
、
そ
れ

で
音
楽
以
外
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
て
く
る
。

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
は
人
と
人
と
の
繋
が
り
な
わ
け

で
す
よ
ね
。
私
の
場
合
、
人
と
フ
ラ
ン
ク
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
と
い
う
苦
手
意
識
が
あ
っ

て
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
ま
で
は
大
変
だ
け
れ
ど
、
い
ざ

上
が
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
で
別
な
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ

て
、
本
当
に
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
て
い

る
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。
そ
の
基
本
は
リ
ス
ペ
ク
ト
で

す
。
共
演
す
る
方
は
自
分
と
は
異
な
る
輝
き
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
ま
ず
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
自

分
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
両
方
が
な
い
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

で
す
ね
。
何
年
か
前
、
一
切
セ
リ
フ
の
な
い
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
音
色
だ
け
で
演
じ
る
と
い
う
舞
台
を
や
り
ま

し
た
。
ダ
ン
サ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
ん

で
す
が
、
言
葉
を
持
た
な
い
表
現
者
同
士
の
相
乗
効
果

と
い
う
か
、
そ
の
時
は
コ
ン
サ
ー
ト
以
上
に
音
楽
に
入

り
込
め
た
の
で
、
ま
た
そ
う
い
う
舞
台
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
ま
す
」

　

最
近
で
は
、
演
奏
活
動
に
加
え
、
自
ら

「
M
o
t
h
e
r 

H
a
n
d
基
金
」
を
立
ち
上
げ
て

音
楽
に
対
す
る
新
し
い
意
識
の
目
覚
め
。

そ
こ
か
ら
表
現
世
界
が
大
き
く
広
が
っ
た

音
楽
を
通
じ
て
何
か
で
き
な
い
か
？

出
産
を
機
に
始
め
た
難
民
支
援
活
動
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精
力
的
に
難
民
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
出
産
を
機
に
、
周
り
か
ら
音
が
変
わ
っ
た
と
す
ご

く
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
私
自
身
、
表
現
す
る
時
の
イ

メ
ー
ジ
が
本
当
に
広
が
り
ま
し
た
。
以
前
は
自
分
を
た

だ
発
散
さ
せ
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
け
ど
、
何
か
こ
う

祈
る
よ
う
な
気
持
ち
や
、
誰
か
を
愛
お
し
い
と
思
う
気

持
ち
が
心
の
底
の
深
い
と
こ
ろ
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
と
い
う
よ
り
、

人
と
し
て
内
面
が
こ
ん
な
に
変
わ
る
と
は
私
自
身
も
予

想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
中
に
向
い
て
い
た

目
が
外
に
向
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。『
M
o
t
h
e
r 

H
a
n
d
基
金
』
の
立
ち
上
げ
も
そ
う
で
す
。
命
の

尊
さ
を
強
く
感
じ
、
自
分
の
子
供
と
同
じ
よ
う
に
発

展
途
上
国
の
子
供
の
こ
と
も
気
に
な
り
出
し
、
音
楽

を
通
じ
て
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
た
結
果
、
国
連

U
N
H
C
R
協
会
を
紹
介
い
た
だ
い
て
難
民
支
援
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
現
地
へ
い
ざ
行
っ
て
み

る
と
、
生
き
て
い
く
意
味
す
ら
見
い
出
せ
な
い
閉
塞
感

に
満
ち
た
環
境
の
中
で
、
子
供
た
ち
は
も
の
す
ご
く
学

習
意
欲
が
あ
り
、
母
親
も
子
供
を
支
え
る
た
め
逞
し
く

生
き
て
い
る
。
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
る
ん
で
す
。

こ
れ
だ
け
は
み
ん
な
に
伝
え
な
き
ゃ
と
思
い
ま
し
た
」

　

自
ら
の
活
動
の
場
を
世
界
に
拡
大
す
る
川
井
さ
ん
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
捉
え
た
大
学
生
や
大
学
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
尋
ね
て
み
た
。

　
「
新
し
い
表
現
と
い
う
の
は
別
の
分
野
と
の
出
合
い

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。
だ
か
ら
広
い
視
野
で
、
興
味
の

あ
る
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
突
き
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
世
界
に
は
い
ろ
ん
な
価
値
観
が
あ
り
、
学

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
ど
の
国
に
も
あ
る
し
、
行
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
ほ
ん
と
に
多
い
。
ぜ
ひ
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
失
敗
が
財
産
な
の

は
若
者
の
特
権
だ
か
ら
（
笑
）。
そ
れ
と
日
本
人
は
や

は
り
謙
虚
す
ぎ
る
ん
で
す
ね
。
人
を
信
じ
る
力
と
自
分

を
信
じ
る
力
、
そ
の
両
方
が
な
い
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世

界
に
踏
み
出
せ
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
謙
虚
さ
は
も
ち

ろ
ん
美
徳
と
し
て
あ
っ
て
い
い
ん
で
す
が
、
自
分
の
思

い
を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
環
境
に
身
を

置
く
た
め
に
、
早
く
か
ら
海
外
の
人
と
交
流
す
る
の
は

大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

大
学
も
時
代
に
応
じ
て
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
私
の
教
え
て
い
る
大
学
も
そ
う
で

す
が
、
東
京
藝
大
で
も
映
画
と
か
電
子
音
楽
と
か
、
い

ろ
い
ろ
広
が
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
昔
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
、
新
し
い
分
野
が
も
っ
と
増
え
て
い
く
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
大
学
と
海
外
の
大
学
の
違
い

は
、
日
本
は
大
学
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
り
、
ど
の

よ
う
に
い
い
就
職
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
最
終
目

標
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
け
ど
、
例
え
ば
欧
米
は
自
分

を
ど
う
社
会
に
活
か
せ
る
か
と
い
う
更
に
先
に
ゴ
ー

ル
が
あ
る
の
で
、
大
学
時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会

活
動
と
い
う
の
を
す
ご
く
重
視
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
活
動
を
通
じ
て
、
早
く
か
ら
社
会
と
の
接
点
を
持

つ
こ
と
も
日
本
で
も
、
も
っ
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
ね
。
せ
っ
か
く
の
素
材
も
、
自
ら
の
意
識

が
な
い
と
活
か
せ
な
い
か
ら
。
大
学
が
推
奨
す
る
よ
う

な
社
会
貢
献
の
仕
組
み
が
あ
る
と
い
い
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
」

　

常
に
心
に
留
め
て
い
る
こ
と
は
、
自
ら
の「
五
感
を

開
く
」
こ
と
だ
と
い
う
川
井
さ
ん
。
様
々
な
経
験
を
得

川井郁子（Ikuko Kawai）
ヴァイオリニスト、作曲家。香川県出身。東京藝術

大学卒業。同大学院修了。現在、大阪芸術大学教授。

国内外の主要オーケストラをはじめ、世界的コンダ

クター、チョン・ミョンフンやテノール歌手、ホセ・

カレーラスなどと共演。更にジャンルを越えてジプ

シー・キングスなどのポップス系アーティスト、バレ

エダンサーの熊川哲也、フィギュアスケートの荒川

静香らとも共演する。TVやCMなど映像音楽の作曲

も多数手がけるほか、舞台芸術と一体化した演奏パ

フォーマンスで新たな表現世界を創出。2008年カー

ネギーホールでアメリカデビュー。2012年公開の

映画「北のカナリアたち」で、第36回日本アカデミー

賞最優秀音楽賞受賞。国連、ユネスコなどと協力し

て社会活動も行う。

て
鍛
え
ら
れ
た
豊
か
な
感
受
性
と
秀
で
た
表
現
能
力
は
、

ま
す
ま
す
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
美
し
い
音
と
な
っ
て
聴
衆

や
教
え
子
、
そ
し
て
発
展
途
上
国
で
暮
ら
す
多
く
の

人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら

も
川
井
さ
ん
の
新
た
な
表
現
領
域
へ
の
挑
戦
は
ま
だ
ま

だ
続
く
。

社
会
の
中
で
自
分
が
ど
う
役
に
立
て
る
か

学
生
時
代
か
ら
考
え
て
行
動
し
て
ほ
し
い
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日
本
全
国
の
国
立
大
学
で
は
、
由
緒
あ
る

歴
史
建
造
物
か
ら
未
来
を
切
り
拓
く
再
先
端

研
究
施
設
ま
で
多
く
の
施
設
を
保
有
し
、

地
域
の
人
々
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
そ
の
中
か
ら
４
カ
所
の

施
設
を
紹
介
す
る
。

近
畿
支
部
●

越
前
の
近
世
を
解
き
明
か
す

「
小
島
家
文
書
」

福
井
大
学

蚕
糸
業
の
シ
ン
ボ
ル

「
信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂
」

信
州
大
学

東
海
・
北
陸
支
部
●

関
東
・
甲
信
越
支
部
●

　

福
井
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す

る「
小
島
家
文
書
」は
、主
に
江
戸
時

代
中
・
後
期
に
記
さ
れ
た
近
世
文
書

で
、
そ
の
数
６
千
点
以
上
に
及
ぶ
。

小
島
家
は
越
前
国
坂
井
郡
野

中
村
に
あ
り
、
代
々
大
庄
屋

に
任
じ
ら
れ
た
家
筋
。
文
書

は
子
孫
の
小
島
武
郎
氏
が
同

館
に
寄
託
し
て
い
た
も
の
を
、

２
０
１
２
年
に
次
男
の
章
宏

氏
が
寄
贈
し
た
。

　

そ
の
文
書
の
一
つ
で
あ
る

「
小
島
家
由
緒
書
上
」に
よ
れ
ば
、
豊

臣
秀
吉
が
行
っ
た
太
閤
検
地
の
際
、

諸
税
免
除
と
さ
れ
た
上
、名
前
を
も

ら
い
、
乗
鞍
・
帯
刀
が
許
さ
れ
、
さ

ら
に
結
城
秀
康
が
越
前
入
部
し
た
際

に
は
、
年
貢
取
立
の
道
具
一
式
が
渡

さ
れ
、
村
々
の
年
貢
上
納
の
一
切
を

任
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
単
に

福
井
県
と
い
う
一
地
方
の
研
究
に
と

ど
ま
ら
ず
、
日
本
近
世
史
、
地
方
史

を
研
究
す
る
上
で
極
め
て
価
値
の
高

い
史
料
だ
。

ら
れ
た
伝
統
的
な
建
造
物
で

１
９
９
８
年
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
と
な
っ
た
。
卒
業

式
や
学
位
授
与
式
に
使
用
す

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
会
場
と
し
て
も
使
用
。
最

近
は
講
演
会
や
映
画
撮
影
に

も
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
繊
維

学
部
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

信
州
大
学
繊
維
学
部
に
は
、
前

身
校
で
あ
る
上
田
蚕
糸
専
門
学
校

時
代
の
１
９
２
９
年
、
文
部
省
建
築

課
の
柴
垣
鼎
太
郎
が
設
計
し
た
洋
風

木
造
建
物
「
繊
維
学
部
講
堂
」が
あ

る
。
当
時
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
粋
を

集
め
た
外
観
の
切
妻
破
風
の
二
段
重

ね
や
三
角
の
張
り
出
し
窓
、
内
部
中

央
の
吹
き
抜
け
や
格
式
高
い
折
上
格

天
井
の
ほ
か
、
蚕
糸
に
ち
な
ん
だ
桑・

繭
・
蛾
の
彫
刻
が
随
所
に
ち
り
ば
め

小
島
家
の
歴
史
を
綴
っ
た
「
小
島
家
由
緒
書
上
」。

人
体
模
型
な
ど
医
学
部

の
教
材
を
活
か
し
た
展

示
物
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。

１万人のサンプルが保管可能な
液体窒素凍結保存システム。

荘厳な雰囲気の講堂では大学の様々な催しが開催
されるほか、映画撮影にも利用される。

本物を見て・触れて・学ベる
メディカルミュージアム

滋賀医科大学

　

滋
賀
医
科
大
学
が
２
０
１
３
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、人
体
の
3
D
画
像
を
見
た

り
、本
物
の
人
骨
や
シ
リ
コ
ン
処
理
し

た
病
理
標
本
に
触
れ
た
り
、
標
本
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
ほ

か
の
情
報
へ
リ
ン
ク
し
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
、医
学
部
の
教
材
を
駆
使
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
。

　

大
学
が
力
を
入
れ
て
い
る
高
大
連

携
事
業
や
、
小
中
学
校
へ
の
出
前
授

業
で
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、
ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
り
、

各
学
校
現
場
の
意
見
も
反
映
さ
せ
た

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
見
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
、
理
科
教
育
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
や
、
医
療
を
志
す
地
域
学

生
の
増
加
を
目
指
す
。教
育
団
体
・
施

設
向
け
に
展
示
資
料
の
貸
出
も
行
っ

て
い
る
。

電
子
カ
ル
テ
と
連
動
し
た

バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
一
元
管
理
シ
ス
テ
ム

東
京
医
科
歯
科
大
学

リ
ー
ザ
ー
、
大
容
量
液
体
窒
素
凍
結

保
管
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
機
器
を
設
置
。

液
体
窒
素
タ
ン
ク
だ
け
で
も
約
１
万

人
分
の
サ
ン
プ
ル
を
保
管
で
き
、
そ

の
内
１
チ
ュ
ー
ブ
は
研
究
者
の
将
来

的
活
用
の
た
め
に
10
年
以
上
保
管
し

て
い
る
。
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
の
活
用

で
、
病
気
の
原
因
解
明
や
治
療
法
・

予
防
法
の
開
発
、
個
別
化
医
療
に
対

応
で
き
る
医
療
人
育
成
の
教
育
機
関

と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、

2
0
1
2
年
疾
患
バ
イ
オ
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
で
収

集
さ
れ
た
切
除
組
織
や
血
液
な
ど
の

臨
床
試
料
や
診
療
情
報
を
保
管
。
附

属
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
と
連
動
し
た

バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
の
一
元
管
理
シ
ス

テ
ム
は
国
内
初
の
取
り
組
み
だ
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
最
先
端
研
究
機
器

や
マ
イ
ナ
ス
１
５
０
度
超
低
温
フ

東
京
支
部
●
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「
し
ば
れ
っ
か
ら
あ
っ
た
か
く
す
ん
べ
。」

な
ど
、
お
国
こ
と
ば
と
和
や
か
な
イ
ラ
ス
ト

で
省
エ
ネ
を
訴
え
た
北
海
道
教
育
大
学
岩
見

沢
校
芸
術
課
程
美
術
コ
ー
ス
３
年
の
倉
本

侑
香
さ
ん
は
、「
ワ
ッ
ト
セ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド

2
0
1
2
」の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ポ
ス
タ
ー

部
門
最
高
賞
の「
環
境
大
臣
賞
」を
受
賞
し
た
。

　
「
ワ
ッ
ト
セ
ン
ス
」と
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
い
方
を
考
え
る
セ
ン
ス
」の
こ
と
。“
少
な

い
ワ
ッ
ト
で
自
分
も
幸
せ
に
す
る
”と
い
う
、

セ
ン
ス
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
推

奨
す
る
節
電
・
省
エ
ネ
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、環
境
省
職
員
や
大
学
教
授
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
有
識
者
を
中
心
に
立
ち
上

げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ポ
ス

タ
ー
、
企
業
・
団
体
表
彰
の
各
部
門
が
あ
る

中
で
、
倉
本
さ
ん
が
応
募
し
た
の
は
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ポ
ス
タ
ー
部
門
。
毎
月
優
秀
な
10

作
品
が
選
ば
れ
、
そ
の
中
か
ら
再
審
査
を
行

い
、
倉
本
さ
ん
の
作
品
が
見
事
、
最
高
賞
に

　

日
本
全
国
か
ら
延
べ
４
万
５
千
人
の
学
生

が
参
加
し
た「
M
O
S
世
界
学
生
大
会
」日
本

大
会
で「
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
部
門
」の
第
１

位
に
輝
い
た
、
弘
前
大
学
人
文
学
部
経
済
経

営
課
程
経
営
学
コ
ー
ス
２
年
生
の
辰
巳
真
広

さ
ん
。
そ
の
後
日
本
代
表
と
し
て
ア
メ
リ
カ

の
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大

会
に
出
場
し
、
世
界
第
８
位
と
い
う
好
成
績

を
収
め
た
。M
O
S（
M
i
c
r
o
s
o
f
t 

O
f
f
i
c
e 
S
p
e
c
i
a
l
i
s
t
）

と
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
が
実
施
し
て
い

選
出
さ
れ
た
。

　
「
我
慢
す
る
の
で
は
な
く
、
楽
し
み
な
が

ら
節
電
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
意

識
し
て
デ
ザ
イ
ン
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

考
え
ま
し
た
。
今
後
も
、
私
の
思
い
が
多
く

の
人
に
伝
わ
る
デ
ザ
イ
ン
を
作
れ
る
よ
う

励
ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
話
す
倉
本
さ
ん
。

心
温
ま
る
ポ
ス
タ
ー
は
、
同
大
学
の
環
境
保

全
推
進
本
部
の
節
電
活
動
の
一
環
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
内
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
パ
ソ
コ
ン
技
術
の
国
際
資
格
。
M
O
S
資

格
を
獲
得
し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の

大
会
に
は
、
世
界
90
カ
国
か
ら
述
べ
65
万
人

の
学
生
が
参
加
し
、各
国
の
代
表
者
が
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
キ

ル
を
競
っ
た
。

　

大
会
期
間
中
行
わ
れ
た
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

航
空
宇
宙
博
物
館
内
で
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
で
、

「
お
酒
を
片
手
に
館
内
を
巡
る
な
ど
、日
本

で
は
考
え
ら
れ
な
い
」と
衝
撃
を
受
け
た
り
、

モ
ネ
や
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
絵
を
間
近
に
見
て

外
国
の
文
化
を
肌
で
感
じ
た
り
、海
外
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、英
語
の
必
要
性

を
実
感
し
た
り
な
ど
、辰
巳
さ
ん
の
世
界
大

会
参
加
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
意
識
を

高
め
る
、貴
重
な
海
外
体
験
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

現
在
、
弘
前
大
学
で
会
計
学
を
学
ん
で
い

る
辰
巳
さ
ん
は
、「
今
回
の
経
験
を
糧
に
、
慢

心
せ
ず
に
自
分
の
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
き
た

い
」と
向
上
心
旺
盛
で
、
日
商
簿
記
検
定
１

級
に
挑
戦
中
。「
こ
れ
ら
の
資
格
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
語
る

辰
巳
さ
ん
。
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

「
ワ
ッ
ト
セ
ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
２
」

ポ
ス
タ
ー
部
門
で
環
境
大
臣
賞
を
受
賞

北
海
道
教
育
大
学
／
倉
本
侑
香
さ
ん

M
O
S
世
界
学
生
大
会
２
０
１
３

エ
ク
セ
ル
部
門
で
ベ
ス
ト
10
入
り
を
果
た
す

弘
前
大
学
／
辰
巳
真
広
さ
ん

「MOS世界学生大会2013」授賞式の辰巳さん。

次なるデザインに挑戦中の倉本さん。
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奈
良
教
育
大
学
の
荻
奈
津
希
さ
ん
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
は
、「
県
内
大
学
生
が
創
る
奈
良
の

未
来
事
業
」
コ
ン
ペ
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
こ
れ
は
奈
良
県
が
県
政
の
課
題
の
解
決

に
向
け
て
県
内
の
学
生
か
ら
政
策
提
案
を
募

集
し
、
コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
た
提
案
を
学
生
と

と
も
に
事
業
化
し
よ
う
と
、
２
０
１
２
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
も
の
。

　

受
賞
テ
ー
マ
は
、「
科
学
の
旅
─
シ
ー
ズ

ン
フ
リ
ー
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
─
」。
奈
良
は
日
本
の
古
都
。

　

鹿
児
島
大
学
４
年
の
大
島
仁
さ
ん
が
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
に
出
合
っ
た
の
は
２
０
１
２
年

２
月
。
競
技
の
面
白
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
全

力
を
注
ぐ
こ
と
を
決
意
し
た
。
４
カ
月
後

の
６
月
に
熊
本
の
天
草
国
際
大
会
で
優

勝
、
７
月
と
９
月
の
国
際
大
会
で
準
優
勝
し
、

２
０
１
２
年
度
の
「
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

連
合
エ
イ
ジ
別
24
歳
以
下
ラ
ン
キ
ン
グ
」で

１
位
と
な
り
、
世
界
選
手
権
の
出
場
権
を
獲

得
。
翌
２
０
１
３
年
９
月
に
ロ
ン
ド
ン
に
飛

ん
で
、
そ
の
出
場
を
果
た
し
た
。
驚
異
的
活

躍
で
あ
る
。
も
と
も
と
小
・
中
・
高
と
野
球
一

筋
の
大
島
さ
ん
は
、
大
学
で
も
一
時
硬
式
野

球
部
に
所
属
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
も
っ
と

視
野
を
広
げ
た
い
」と
、
自
転
車
で
西
日
本

を
旅
し
た
り
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
た
り

し
て
い
た
矢
先
の
出
合
い
だ
っ
た
。

多
く
の
修
学
旅
行
生
が
訪
れ
る
街
で
も
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
度
切
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
は
、
も
っ
た
い
な
い
。
来
県
す
る
児
童
・

生
徒
た
ち
に「
ま
た
奈
良
に
行
き
た
い
」と
思

わ
せ
る
ワ
ク
ワ
ク
す
る
旅
を
提
供
し
、
奈
良

の「
観
光
」が
抱
え
る
課
題
と
、
修
学
旅
行
の

形
骸
化
な
ど
奈
良
の
「
学
び
」が
抱
え
る
課

題
の
両
方
を
解
決
し
よ
う
と
、
荻
さ
ん
た
ち

は
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
生
な
ど
に
大
学
で

奈
良
を
学
ん
で
も
ら
う「
科
学
の
旅
」を
提
案

し
た
。

　

大
学
の
持
つ
専
門
性
と
教
員
・
学
生
を
活

か
し
て
奈
良
に
ま
つ
わ
る
実
験
や
授
業
を
行

う
こ
と
で
、「
学
ぶ
奈
良
」「
学
べ
る
奈
良
」の

イ
メ
ー
ジ
を
創
出
し
、
修
学
旅
行
の
新
た
な

訪
問
ル
ー
ト
や
新
た
な
フ
ァ
ン
層
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
。
ま
た
逆
に
県
内
過
疎
地
域
の
児

童
・
生
徒
に
、
よ
り
豊
か
な
学
び
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

　

コ
ン
ペ
で
発
表
し
た
荻
さ
ん
、
村
田
沙
耶

さ
ん
、
渡
邊
遥
華
さ
ん
は
「
奈
良
の
よ
り
深

い
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
県
、
大
学

双
方
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
取
り
組
み
で
あ

り
、
実
施
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
る
。
将
来
的
に
は
一
般
観
光
客
向

け
の
コ
ー
ス
も
想
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、水
泳
・
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
・
長
距
離
走
の
３
種
目
を
、
連
続

し
て
行
う
過
酷
な
ス
ポ
ー
ツ
。
体
力
作
り
に

早
朝
ラ
ン
二
ン
グ
は
欠
か
せ
な
い
。
自
転
車

は
県
内
の
自
転
車
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
基
本

を
学
ん
だ
。
課
題
は
水
泳
だ
っ
た
。「
い
つ
も

２
０
０
メ
ー
ト
ル
時
点
で
参
加
し
た
こ
と
を

後
悔
す
る
」と
い
う
大
島
さ
ん
だ
が
、
持
ち

味
の
バ
イ
ク
、
走
り
で
見
せ
る
終
盤
の
追
い

上
げ
で
、
体
力
の
限
界
に
挑
ん
だ
。

　

鹿
児
島
大
学
で
は
、
学
業
や
課
外
活
動
な

ど
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
個

人
・
団
体
に
対
し
、
学
長
表
彰
が
行
わ
れ
る
。

大
島
さ
ん
も
そ
の
一
人
に
選
ば
れ
た
。

　

レ
ー
ス
の
た
め
の
遠
征
費
は
、
週
１
回
の

塾
講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
賄
う
。「
将
来
は

レ
ー
ス
で
世
界
を
転
戦
で
き
れ
ば
」と
、
そ

の
眼
差
し
は
世
界
に
向
か
っ
て
い
る
。

奈
良
の
未
来
事
業
コ
ン
ペ
で
最
優
秀
賞

大
学
生
が
提
案
す
る
新
し
い
奈
良
の
旅

奈
良
教
育
大
学
／
荻 

奈
津
希
さ
ん
ほ
か

始
め
て
か
ら
１
年
で
世
界
選
手
権
出
場
！

過
酷
な
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
挑
む
！

鹿
児
島
大
学
／
大
島 

仁
さ
ん

国立大学では大学独自のユニークな授業が行われる一方、課外活動で全国
大会、世界大会で活躍する学生たちも大勢いる。ここでは授業や課外活動
に真剣に取り組む学生、グループの活動を紹介する。

最後のマラソンで上位を狙う。

コンペで独自の企画を発表する渡邊さん（左）、村田さん（中）、荻さん（右）。

バイクで追い上げを見せる大島さん。
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